
第６学年 国語科学習指導案 
児 童  ６年 男１１名 女１２名 計２３名 

授業者  教諭 上 野  樹 

１ 単元名 人物の生き方を考えながら読もう 「海のいのち」（東京書籍 ６年下） 

 

２ 単元について 

（１）教材について 

本単元の主な指導事項は、Ｃ読むこと（１）エ「登場人物の相互関係や心情、場面についての描写をとらえ、優

れた叙述について自分の考えをまとめること。」及び、オ「本や文章を読んで考えたことを発表し合い、自分の考え

を広げたり深めたりすること。」である。言語活動は、Ｃ読むこと（２）ア「伝記を読み、自分の生き方について考

えること。」に対応する。 

本教材は、６年生になって３度目の物語文である。「風切るつばさ」では、登場人物の相互関係や心情、場面につ

いての描写を読む学習を行ってきた。また、「ばらの谷」では、人物像やその内面にある深い心情を読み取ることを

通して、物語が自分に最も強く語りかけてきたことを自分の言葉でまとめる学習を行ってきた。しかし、登場人物

相互の関係に基づいた行動や会話、情景などを通して暗示的に表現されている場合の主題の読み取りは難しい。ま

た、叙述から自分の経験や考えなどとの共通点や相違点を見付け、共感するところや取り入れたいところなどを中

心に考えをまとめることは十分とは言えない。 

本教材は、人物の関係と心情の変化について読み、心に残ったことをまとめる活動を通して、物語が自分に語り

かけてきたことを自分の言葉で表現する力をつけることをねらいとしている。物語は、中心となる人物である太一

を軸に展開するが、太一は、父や与吉じいさなど、周りの人物とのかかわりの中で成長していく。人物と人物がど

のようにかかわっているのか、それが物語全体にどのように影響するのかをおさえ、直接的な表現だけではなく暗

示的な表現にも着目させることで、人物の心情を深く読み取ることができると考える。 

（２）本単元における言語活動について 

単元を貫く言語活動として、伝記を読み、自分の生き方について考えたことを「心の一冊 紹介カード」にまと

めるという活動を位置づける。これから卒業文集を書き始めるにあたり、これまでの自分を見つめ直し、これから

の自分の生き方について考えさせるのに適した活動と考える。カードには、その人物の行動や会話、心情、人間関

係などから生き方や考え方をとらえ、自分に最も強く語りかけてきたことを自分の生き方と照らし合わせながらま

とめるものとする。 

 

３ 単元の目標 

○物語に興味を持ち、物語が最も強く語りかけてきたことを考えながら読もうとする。 

【関心・意欲・態度】 

○登場人物の相互関係や心情、場面についての描写をとらえ、優れた叙述について自分の考えをまとめることがで

きる。                                     【読むこと（１）エ】 

○本や文章を読んで考えたことを発表し合い、自分の考えを広げたり深めたりすることができる。 

【読むこと（１）オ】 

○文や文章にはいろいろな構成があることについて理解することができる。 

【伝統的な言語文化と語句の特質に関する事項（１）イ（キ）】 

 

４ 単元の評価規準 

関心・意欲・態度 読むこと 読むこと 言語についての知識・理解・技能 

・物語に興味を持ち、物

語が最も強く語りか

けてきたことを考え

ながら読もうとして

いる。 

・登場人物の相互関係や心

情、場面についての描写を

とらえ、優れた叙述につい

て自分の考えをまとめて

いる。 

・本や文章を読んで考えた

ことを発表し合い、自分

の考えを広げたり深めた

りしている。 

・文や文章にはいろいろな構

成があることについて理

解している。 

 



５ 単元の指導と評価の計画 

次 時 主な学習活動 評価規準と評価方法 

第
一
次 

つ
か
む 

１ 
○物語の内容をとらえ、初発の感想をまとめる。 

○学E

A感想を交流し、教材に興味をもつ。      【ペア】 

関 物語に興味を持ち、初発の感想をまと

めようとしている。 （発言・ノート） 

２ 

○物語を「設定」「展開」「山場」「結末」に分け、全体

の構成や人物の関係をとらえ、学習計画を立てる。 

○第三次で「心の一冊 紹介カード」を作成し、発表し合

うことを知り、並行読書に取り組んでいく。 

A○学E

A段落の分け方について、考えを一つにまとめる。 

読 場面分けの仕方を理解し、「設定」「展

開」「山場」「結末」の四つの部分を

とらえている。   （発言・ノート） 

第
二
次 

 
 

深
め
る 

３ 

○段落一を読み、太一と父の生き方や考え方を読み取る。 

A○学E

A太一や父の生き方や考え方について、多様な考えに気づ

く。                  【グループ】 

読 太一の父への思いや、父の生き方を読

み取り、自分が考えたことをまとめて

いる。      （発言・ノート） 

４ 

○段落二を読み、太一と与吉じいさの生き方や考え方を読

み取る。 

A○学E

A太一や与吉じいさの生き方や考え方について、多様な考

えに気づく。              【グループ】 

読 太一と与吉じいさの生き方や海に対

する考え方を読み取り、自分が考えた

ことをまとめている。 

（発言・ノート） 

５ 

○段落三を読み、太一の成長、与吉じいさの生き方や考え

方を読み取る。 

A○学E

A太一の成長、与吉じいさの生き方や考え方について、多

様な考えに気づく。           【グループ】 

読 太一の成長や与吉じいさの生き方や

海に対する考え方を読み取り、自分が

考えたことをまとめている。 

（発言・ノート） 

６ 

○段落四を読み、太一の気持ちや成長を読み取る。 

A○学E

A太一の気持ちや成長について、多様な考えに気づく。 

【グループ】 

読 太一の成長を読み取り、自分が考えた

ことをまとめている。 

（発言・ノート） 

７ 
○段落五を読み、太一の気持ちの変化を読み取る。 

【一人学び】 

読 瀬の主に出会ってからの太一の気持

ちの変化を読み取り、自分が考えたこ

とをまとめている。    

（発言・ノート） 

８ 

本 

時 

○段落五を読み、太一の気持ちの変化を読み取る。 

A○学E

A太一の気持ちの変化について、多様な考えに気づく。 

【グループ】 

９ 

○段落六を読み、太一の生き方や考え方を読み取る。 

A○学E

A太一の気持ちの変化について、多様な考えに気づく。 

【グループ】 

読 瀬の主と別れた後の太一の生き方を

読み取り、自分が考えたことをまとめ

ている。      （発言・ノート） 

１０ 

○物語全体を振り返り、太一の心情の変化について考える。 

A○学E

A太一の気持ちの変化について、多様な考えに気づく。 

【グループ】 

読 物語全体を通して、登場人物の生き方

や考え方の変化を読み取り、自分が考

えたことをまとめている。 

（発言・ノート） 

１１ 

○物語が自分に最も強く語りかけてきたことを、自分の言

葉でまとめる。 

A○学E

A物語が自分に最も強く語りかけてきたことについて、多

様な考えに気づく。          【グループ】 

読 物語が自分に強く語りかけてきたこ

とを読み取り、自分が考えたことをま

とめている。    （発言・ノート） 

第
三
次 

広
げ
る 

１２ 

○生き方や考え方に影響を受けた伝記を選び、「人物の変

化」「人物に対して思ったこと」「自分のふりかえり」

を整理し、「心の一冊 紹介カード」にまとめる。 

言 相手に伝わるように、構成や文章表現

に気をつけて書いている。（カード） 

１３ 

○「心の一冊 紹介カード」を発表し合い、感想を伝える。 

A○学E

A「心の一冊 紹介カード」を交流し、良さを見つけ合う。 

○単元の振り返りを行う。 

【グループ】 

読 友達の発表を聞き、考えを広げたり深

めたりしている。         

（発表・ノート） 

 



６ 本時の指導 

 （１）目 標 

太一の生き方や考え方が象徴された言葉をもとに、太一がクエを殺さなかった理由についてまとめることがで

きる。 

（２）展 開 

段階 学 習 活 動 ・指導上の留意点 ◇評価 

つ 

か 

む 

１分 

１ 前時の学習を想起する。 

２ 本時の学習課題を確認する。 

なぜ、太一は、クエを殺さなかったのだろう。 
 

・瀬の主と対面した太一の気持ちが大きく

変化したことを振り返り、本時の学習に

つなげる。 

見 

通 

す 

１分 

３ 見通しを持つ。 

 ・グループ学習の進め方を確認する。 

 
・「グループ学習の進め方」を掲示してお

くことで、いつでも確認できるようにす

る。 

 

 

 

 

深 

め 

る 

 

 

 

 

 

 

30分 

４ 考えを深める。 

・変化前の「殺そうと思った。」理由と、変化後の「殺さなか

った。」理由を交流し、考えを深める。 

【グループ学習】 

ねらい  太一の気持ちの変化について、考えの同違を分

類し、多様な考えに気づく。 

進め方  自分の考えを付箋に書いて模造紙に貼り、リー

ダーを中心に分類し、小見出しを書く。 

広め方  リーダーが前に出て模造紙を使って発表する。 

５ 全体で学び合う。 

・各グループから出た意見をもとに主題にせまる。 

 ◎なぜ、クエを殺さなかったのか。 

 ◎クエを「おとう」と思ったのは、なぜか。 

  ◎「本当の一人前の漁師」とは、どんな漁師なのか。 

  ◎題名「海のいのち」とは、何か。 

・一人ひとりに配布した付箋（変化前を黄、

変化後を赤）に自分の考えを書き、整理

しやすくする。 

・グループ編成は、５グループ（１グルー

プは５人か４人）。 

・各グループに、下のような模造紙を配り、

考えを整理しやすくする。 

変化後（赤） 

殺さなかった理由 

変化前（黄） 

殺そうと思った理由 

  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

ま 

と 

め 

る 

 

 

 

 

 

 

 

13分 

６ 学習のまとめをする。 

Ｂと捉えるまとめ方の例文 

太一は、はじめ、あこがれていた父の復しゅうのために

クエを殺そうと考えていたけれど、「本当の一人前の漁師」

とは人間の命を支えてくれるめぐみを大切にして自然と

共存する漁師であることに気付いたから殺さなかった。 
Ａと捉えるまとめ方の例文 

（自分に置き換えて考える） 

自分なら、クエを殺すと思う。理由は、海のめぐみであ

るクエを大切にしなければいけないという気持ちより、父

の復しゅうをしたいという気持ちや村のみんなに自まん

したいという気持ちの方がたくさん出てくるから。 

・まとめを発表する。 

７ 本時の学習を振り返る。 

８ 次時の学習内容を確認する。 

◇太一の生き方や考え方が象徴された言

葉（「あこがれ」「復しゅう」「敵（かた

き）」「めぐみ」「尊い命」「共存」「感謝」

等）をもとに、太一がクエを殺さなかっ

た理由についてまとめている。 

【評価規準】 

Ａ 太一の生き方や考え方が象徴され

た言葉をもとにまとめている。ま

た、自分に置き換えて考えたことを

まとめている。 

Ｂ 太一の生き方や考え方が象徴され

た言葉をもとにまとめている。 

支援の手立て 
太一がクエを殺そうと考えたり、殺

さなかったりした理由を、これまでの

学習を振り返って気付かせる。 
「自分に置き換えて考える」は、壁面

掲示を参考に書かせる。 
 

小見出し 

 
小見出し 

小見出し 

小見出し 

 

小見出し 



資
料 

 

自
分
を
見
つ
め
直
し
、
自
分
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
よ
う 

 

『
心
の
一
冊
』 

紹
介
カ
ー
ド 

 

名
前
：
○
○ 

○
○ 

 

読
ん
だ
本
の
題
名
：
野
口
英
世 

作
者
：
浜
野 

卓
也 

題
名
：
「
強
い
心
で
生
き
て
い
き
た
い
」 

 
 

 

①
本
の
紹
介 

私
が
、
生
き
方
や
考
え
方
に
影
響
を
受
け
た
本
は
、
野
口
英
世
で
す
。 

②
最
も
強
く
心
に
残
っ
た
こ
と
（
生
き
方
や
考
え
方
） 

と
て
も
貧
し
い
家
に
生
ま
れ
た
英
世
は
、
小
さ
い
こ
ろ
、
左
手
に
や
け
ど
を
負
っ
て
し
ま
い
、

指
の
皮
ふ
が
く
っ
つ
き
、
手
が
棒
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
す
る
と
、
村
の
子
ど
も
達
か
ら
「
て

ん
ぼ
う
」
と
言
わ
れ
て
い
じ
め
ら
れ
、
悔
し
く
て
い
つ
も
泣
い
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
母

親
に
、 

「
悔
し
い
な
ら
、
勉
強
し
て
み
ん
な
を
見
返
し
な
さ
い
。
誰
に
も
負
け
な
い
よ
う
な
立
派
な
人

間
に
な
り
な
さ
い
。
」 

と
言
わ
れ
、
そ
の
言
葉
を
き
っ
か
け
に
、
た
く
さ
ん
勉
強
し
て
、
医
者
を
目
指
す
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
黄
熱
病
と
い
う
病
気
の
原
因
を
一
生
懸
命
に
研
究
し
、
医
学
の
発
展
に
尽

く
し
ま
し
た
。 

③
自
分
に
置
き
換
え
て
考
え
る
（
生
き
方
や
考
え
方
） 

自
分
な
ら
、
や
け
ど
と
い
じ
め
に
よ
っ
て
、
心
を
閉
ざ
し
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。
理
由
は
、

こ
ん
な
に
悲
し
い
こ
と
が
多
い
と
、
心
が
耐
え
ら
れ
な
く
な
る
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
、
英
世
は
、

心
が
強
い
と
思
い
ま
し
た
。 

僕
は
、
英
世
の
よ
う
に
心
が
強
く
あ
り
ま
せ
ん
。
何
か
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
あ
る
と
、

す
ぐ
に
あ
き
ら
め
て
し
ま
い
ま
す
。
以
前
、
校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
向
け
た
練
習
を
し
た
時
、

お
腹
が
少
し
痛
く
な
っ
た
だ
け
で
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
た
り
、
ラ
イ
バ
ル
と
思
っ
て
い
た
友
達

に
追
い
抜
か
れ
た
だ
け
で
「
も
う
、
い
い
や
。
」
と
あ
き
ら
め
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
英
世
の
よ

う
に
、
ど
ん
な
苦
し
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
あ
き
ら
め
な
い
強
い
心
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

④
将
来
の
夢 

僕
に
は
、
「
教
師
に
な
り
た
い
。
」
と
い
う
夢
が
あ
り
ま
す
。
英
世
が
人
々
の
た
め
に
研
究
し

た
よ
う
に
、
僕
も
教
師
に
な
っ
た
ら
子
ど
も
達
の
た
め
に
「
強
い
心
」
で
一
生
懸
命
に
勉
強
を

教
え
た
い
と
思
い
ま
す
。 


